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ＱＲコード 

＊お申込みいただいた個人情報は講座の運営・連絡のみに使用いたします。 

 

 

参加者募集 
 

 

新年あけましておめでとうございます 
 

 日頃より市民センターの運営にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。  

今年も学びと交流の場として、皆様が気軽に、そして安全に施設をご利用いただけますよう職員

一同取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。  
七郷市民センター 職員一同 

 
 

七郷中学校 地域クリーン作戦  
  

１１月２６日（金）に、七郷中学校の生徒たちに 

よる地域クリーン作戦が行われ、市民センターに隣 

接する荒井３丁目公園でもゴミ拾いや草むしり作業 

が行われました。 

せっかくきれいにしてもらった公園なので 

利用する人は、みんなが気持ちよく利用でき 

るようゴミやタバコの吸い殻のポイ捨てはし 

ないよう心がけましょう。 

忘れ物を 

展示します 
 
忘れ物を下記の期間に１階の

ロビーに展示いたします。お心

当たりの方は、窓口までお申し

出ください。 

期間終了後は処分させていた

だきますのでご了承ください。 

 １月１８日（火） 

～２月１日（火） 

 

 

 

 

 



                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の申込 

令和３年１２月２８日（火）～令和４年１月４日（火）まで、市民センターが休館となるため、 

３月分の抽選確定スケジュールが通常とは異なりますのでご注意ください。 

1月 １日（土） ３月分抽選日 

1月 ５日（水）～ ９日（日） ３月分抽選確定 

1月 ５日（水）～１５日（土） 
４月分地域優先申込 

【窓口】 １/ 5（水）１０：００～  【電話】 １/ ６（木）９：００～ 

１月１０日（月・祝）～ ３月分空き室申込 

１月１６日（日）～３１日（月） ４月分抽選申込＜電話・窓口は 30日（日）まで＞ 

＊電話・窓口での申込については、申込開始日が休館日にあたる場合、受付は翌日から 

になります。 

休  館  日 １日（土）～４日（火）、１１日（火）、１７日（月）、２４日（月）、３１日（月） 

体育館個人使用 休止中 

Wi-Fiの利用 

について 

当市民センターのロビー、第１研修室、視聴覚室でフリー Wi-Fi がご利用いただけるようにな

りました。詳しくは窓口にお問い合わせください。 

図書室の利用に

ついて 

【貸し出し】 水曜日・土曜日 ９：30～11：30  ※貸し出し日以外は利用できません 

＊ 利用の際は体調確認のため、検温とチェックリストの記入をお願いします。 

またマスクの着用、こまめな手洗い、手指の消毒にご協力ください。 

＊ 利用は最大１時間までとさせていただきます。 

＊ 図書室内での飲食はできません。 

資源回収庫の 

利用について 

※休館日および年末年始の休館期間はご利用できません 

【利用時間】 市民センター開館日 9：00～16：30 

【回収品目】 紙類（新聞、段ボール、雑誌、紙パック、雑がみ）および布類 

＊ 紙類はひもでしばる。 

＊ 布類は洗濯し透明な袋に入れる。 

＜次のものは回収できません＞ 

布団、座布団、カーペット、マットレス、制服、作業着、雨具、革製品、ぬいぐるみ等 

【お問い合わせ先】  仙台市環境局家庭ごみ減量課 電話 214-8229 

＜七郷学びの応援隊企画講座＞ 

もしもの時にどう動く？地域防災講座～命を守る用意と行動～ 

＊＊このチラシはリサイクルできます＊＊ 

 

ルールを守ってご利用ください 
 

講座レポート 

１２月３日（金）、七郷小学校社会学級・蒲町小学校社会学級・荒井小学校

社会学級と連携し、仙台市防災・減災アドバイザー折腹久直さん、七郷防災ア

ドバイザー菊地崇良さん、中荒井町内会庄子正信会長を講師にお迎えして、

「もしもの時にどう動く？地域防災講座～命を守る用意と行動～」を開催しま

した。地震や大雨など自然災害時の適切な避難行動や備蓄品、地域の避難所に

ついてのお話をお聞きしたことで、防災の重要性を再認識し命を守るためにど

う行動したらいいのかを考えるきっかけとなりました。参加者からは「防災ボ

ランティアについて知りたい」などの感想がよせられました。 

 

 


